
 

 

路上工事規制情報のリアルタイム管理の取り組み 
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１．はじめに 

道路上で行われている工事は、舗装修繕工事など道路管理者自らが行う工

事の他、ガス、水道などの公益事業者や自治体が行う工事も行われており、

路上工事に伴う交通規制は、通過時間の遅延や交通渋滞などの要因の一つと

なっている。 

そこでこれらの要因の解消・縮小を目指し、リアルタイムに規制情報を迅

速、正確に収集管理し工事規制のマネジメントを行うと共に、道路利用者に

的確な情報を提供するシステムを構築した。 

 

２．従前の路上工事規制情報の問題点 

平成８年度から工事規制情報は、施工者が前日の１６時までに電話やＦＡ

Ｘにより規制予定を道路管理者に連絡し、道路管理者が確認後、道路情報シ

ステムに予定情報として入力、当日の朝９時までに気象状況などを勘案し規

制実施の確定を行い、ＶＩＣＳやインターネットなどで規制情報を提供して

いた。 

しかし、連絡が人的手段のため、規制時間の変更があっても、システムの

規制時間を変更されないことがあった。また、天候による急な規制の中止を

した場合も確定入力の遅延により朝９時以降に中止情報が提供されるなど、

労力を費やす割には、現場状況にマッチしない情報提供となっている。この

ため、情報板などで提供している規制情報と現地規制状況の不一致に対する

苦情が寄せられることもあった。 

 

３．携帯電話等を活用したリアルタイム路上工事規制情報のシステムの構築 

規制状況を正確で迅速に把握し道路情報システムに反映する手法として、

携帯電話などのメール及びインターネットを利用し、施工者がその規制の開

始、終了などの情報を道路情報システムに入力するシステムを平成１４年度

に構築し、平成１５年度から運用している。 

  従前とリアルタイム化後の工事規制情報フロー図を図－１に示す。リアル

タイム化後のフローは、工事規制時間延長の場合を示しているが、この場合

でも手順が少なくリアルタイムな情報を道路利用者に提供できる。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．システムの利用状況と整備効果 

システム運用開始時のシステム活用状況は、施工者のこのシステムによる

登録率は約７９％と、やや低い状況であった。その後、システムへの慣れや、

システム活用による規制情報連絡の効率化への理解が高まるとともに利用が

進み、平成１６年２月の登録率は約９８％となり、システムが有効に活用さ

れていることが伺える。 
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図－２ 携帯電話による規制情報操作手順  

図－１ 工事規制情報フロー図  

図－３ 施工者の登録状況  
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システムを利用することによる整備効果としては、平成１５年７月の約３

００件で試算すると、施工者で１日当たり延べ９０時間（年間２１，６００

時間）、道路管理者で１日当たり延べ１８時間（年間４，３２０時間）と両

者とも連絡・登録作業などの効率化が図られている。 

また、工事規制予定や実施時間の管理の徹底や規制時間の公表などにより

効率的な工事規制を実施する意識の高揚を図り、規制マネジメントによる規

制箇所の縮減や規制時間の短縮に寄与することなども期待できる。 

道路利用者に対しては、規制情報がリアルタイムで正確に提供されること

により、道路情報の信頼度が向上し、ゆとりを持った移動や迂回路選択など

道路利用者の行動の変化が促進され、渋滞緩和や事故減少の効果が期待でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．リアルタイム規制情報を活かした情報提供 

本システム運用開始により、道路利用者にはＶＩＣＳやインターネット、

携帯電話を使ったリアルタイムな情報提供ができるようになった。 

道路情報板については、ガイダンスシステムとオンライン接続することに

より、道路管理者が道路情報システムで確認をしながら情報板制御装置を操

作する作業が不用となった。（一部の事務所で運用中） 

  道路情報ガイダンスシステムのイメージを図－５に示す。 

 

 

図－４ リアルタイム作業導入による  
作業時間の変化（試算）  
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６．今後のシステムの改良予定 

今後は、規制情報入力の更なる効率化とＶＩＣＳへの規制情報提供の効率

化を図ることを目指してＷｅｂ－ＧＩＳを使用したシステムの運用を目指し

ている。 

このシステムにより、規制情報管理の効率化と共に、当整備局で管理して

いる国道だけでなく、自治体の規制情報入力や災害による規制情報入力も可

能となり、面的で詳細なリアルタイム規制状況管理が可能となると考えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．おわりに 

現在は、「道路情報システム」を中心に今回紹介した「リアルタイム規制

情報システム」のほかに「道路情報板ガイダンスシステム」「防災体制支援

システム」等を開発するほか、河川情報システムや自治体等とのシステム連

携を図っており、総合的な道路情報収集提供システムと道路情報管理の高度

化、効率化を進めている。 

図－５ 道路情報板ガイダンスシステムイメージ  

図－６ Web－GIS による規制情報入力のイメージ  
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・ｶﾚﾝﾀﾞｰにより明日以降の
規制予定の入力が可能

・規制区間が複数ある場合に使用

規制情報入力ログイン

*********

閉じるログイン

パスワード

ID

*********

規制予定箇所が確定

Internetで
WebGISを操作

規制位置、規制内容等の入力

・入力した規制情報は、共有サーバへ保存

保存
入力日

規制情報入力画面

規制情報入力

入力者名

規制内容

規制期間

補足事項

*********

*** ***月 日 ～

規制区間

E-mail

起点座標 N:****,E:***** 終点座標 N:****,E:*****規制区間座標

延長：**km地先 ～ 地先

規制方向 *********

*** ***月 日

規制時間 *** ***時 分 ～ *** ***時 分

<現場代理人等>

追加入力ｶﾚﾝﾀﾞｰ表示 閉じる保存

保存
入力日

規制情報入力画面

規制情報入力

入力者名

規制内容

規制期間

補足事項

*********

*** ***月 日 ～

規制区間

E-mail

起点座標 N:****,E:***** 終点座標 N:****,E:*****規制区間座標

延長：**km地先 ～ 地先

規制方向 *********

*** ***月 日

規制時間 *** ***時 分 ～ *** ***時 分

<現場代理人等>

追加入力ｶﾚﾝﾀﾞｰ表示 閉じる保存

保存
入力日

規制情報入力画面

規制情報入力

入力者名

規制内容

規制期間

補足事項

***************************

****** ******月 日 ～

規制区間

E-mail

起点座標 N:****,E:***** 終点座標 N:****,E:*****規制区間座標

延長：**km地先 ～ 地先

規制方向 *********

****** ******月 日

規制時間 ****** ******時 分 ～ ****** ******時 分

<現場代理人等>

追加入力追加入力ｶﾚﾝﾀﾞｰ表示ｶﾚﾝﾀﾞｰ表示 閉じる閉じる保存保存

・ｶﾚﾝﾀﾞｰにより明日以降の
規制予定の入力が可能

・規制区間が複数ある場合に使用

規制情報入力ログイン

*********

閉じるログイン

パスワード

ID

*********

規制情報入力ログイン

*********

閉じる閉じるログインログイン

パスワード

ID

*********

規制予定箇所が確定規制予定箇所が確定

メールで通知さ
れたID,パスワー
ドによりログイ
ンすることで担
当工区を表示

規制予定の起終点を指定

工事現場

当日、開始・終了をWeb入力

工事業者

前日の16:00までに規制予定内
容をメールで送信

気象センサー

雨量計
気温計
路面凍結
検知器

等

気象情報システム

メールサーバ規制情報通信
サーバ

ＷＷＷサーバ

道路情報
システム

インターネット

他機関情報通行止等予定情報

県

災害現場

TEL・FAX

ﾒｰﾙ

IDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
をメールで
自動配信

携帯電話で
開始・終了
を送信

大雪警報
暴風雪警報
暴風･波浪

警報
地震情報

規制予定情報の確認

情報板制御装置

情報板操作端末

道路情報板
ガイダンスサーバ

自動提供

道路情報板

工事現場

当日、開始・終了をWeb入力

工事業者

前日の16:00までに規制予定内
容をメールで送信

気象センサー

雨量計
気温計
路面凍結
検知器

等

気象情報システム

メールサーバ規制情報通信
サーバ

ＷＷＷサーバ

道路情報
システム

インターネット

他機関情報通行止等予定情報

県

災害現場

TEL・FAXTEL・FAX

ﾒｰﾙﾒｰﾙ

IDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
をメールで
自動配信

携帯電話で
開始・終了
を送信

大雪警報
暴風雪警報
暴風･波浪

警報
地震情報

規制予定情報の確認

情報板制御装置

情報板操作端末

道路情報板
ガイダンスサーバ

自動提供

道路情報板


